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第67号（２面）２０１０年７月２３日


発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





****************************************************************








13時半開場、14時開会のためお早めにおいでください


14時開会、第１部（３つの発題と討論）　 　資料代300円


17時半～　第２部（夕食懇親会）　弁当・飲み物代1000円





　◆･･｢慰安婦｣問題に関して中国関係の裁判についてはほとんど知識がなく、いい学習になりました。国境を越えた市民の連帯が未来を作る方向性を示してくださったことは心強く思います。いい機会をありがとうございました。


（三鷹市　石黒紀子）


　◆･･｢慰安婦｣裁判の現状と今後の指針についてわかりやすいお話でした。川上さんの熱意が伝わってきました。こちらも、もっと身近な問題として学んでいかなければと思いました。女性たちの被害は、もちろん胸にせまる問題ですが、今日はたくさんの男性もいらして頼もしいです。解決促進法採択への意見書を市議会レベルで出すよう働きかけることを、調布もやっていかなければなりませんね。（調布


　ヶ丘　鈴木ヒデヨ）


　◆･･･戦禍をもっとも悲惨なかたちで受けるのは、常に弱い人々です。戦時下における性暴力の実態を知る時、改めて、そのことを強く感じます。この度の勉強会に出席させていただき更におおくの事実を知ることとなりました。例えば「強制連行」の内実がいかに多様多岐に亘るものであったのか、また「裁判」に至る契機と経過の困難さ等々、です。それを想う時、当事者皆様のここに至るまでのご苦労に頭を垂れるしかない自分を認識せざるを得ません。ただ、僕個人として今回、大きな収穫をも得たのです。それは“戦時性暴力”を告発追求することが、これのみに留まることなく、それを通して、この先どの様にして平和な社会を構築してゆくことが可能なのか、に対する一つの視座を与えられたことです。今も世界は苦痛と困難のうちにあります。それを、如何にしたら自らの問題として捉えることが出来るのか。常に眼前にある難問です。


（国領町　大土洋）


　◆･･｢慰安婦｣の問題が、単に加害者・被害者・補償問題ではなく、国家観に関わるものであることがよくわかりました。この解決を阻害している要因として「国」があります。「国」とは一体何なのか。日本に民主・平和憲法が制定されてから六十有余年。残念ながら国民に浸透しているとはいえません。この崇高なる理念を浸透させるには、遠回りのようですが幼児からの教育にまつ他ないと思います。かつて軍国少年を育てたように。日本人は本当に柔軟な素直な国民で、それが長所でもあり短所でもあります。今の教育行政では無理でしょう。法律から変える必要があります。それには大きな民意を形成し、それに基づく議員を送り出すこと。これをいつまでも怠っていれば、永遠に国際社会の中の三等国から抜け出すことができないでしょう。


（佐須町　Ｎ）


　◆･･･二〇〇〇年に日本で開かれた「戦時性暴力を裁く女性国際戦犯法廷」に参加して感銘を受けたグアテマラの女性たちが、一九六〇年から三六年間続いた内戦中の性暴力を裁く民衆法廷を今年の三月に開きました。国の責任を認め、加害者の処罰と被害者への賠償を命じる判決をきいた被害女性が「自分の体がきれいになったように感じた」と語ったのが、鮮烈な印象です。


（布田　石川康子）





二〇一〇年七月例会


従軍「慰安婦」問題か


ら平和と人権を考える





交流コーナー情報募集中





　調布市内の「九条の会」の情報を交流するコーナーです。各地域の情報を以下にお寄せください。


　メール　choufu9jou@yahoo.co.jp


　郵送は　〶182-0025　調布市多摩川


　　　　　 　六-十二-六　鈴木彰気付へ





昨年と同様、大勢ご参加いただくロングラン例会とします。





今年も調布｢憲法ひろば｣の３人の世話人が発題します。


◇石山久男さん（歴史教育者協議会、西つつじヶ丘在住）


　　戦後史の中の日米安保条約


◇丸山重威さん（マスコミ研究者、東つつじヶ丘在住）


　　日米安保条約と基地問題の現在


◇笹本　潤さん（弁護士、九条世界会議実行委員、布田在住）


　　世界の平和憲法と日米安保条約
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調布「憲法ひろば」例会でお話しする川上弁護士





　いっそう多くの方々が、その条件に応じて多様なかたちで参加できる調布「憲法ひろば」をつくるための意見交換をしたいと思います。「世話人」になっていただける方はもとより、多様な知恵と力を寄せていただける方、「憲法ひろば」の発展を望んでくださるすべてのみなさんのご参加をお願いします。








